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乙訓福祉施設事務組合とは　向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。

乙 訓 福 祉 施 設 事 務 組 合 '10.6月◎23号 ●発　行●
乙訓福祉施設
事務組合総務課
●住　所●

京都府長岡京市
井ノ内西ノ口17-8
TEL.075・954・6507
FAX.075・958・1639
HP http://www.otsufuku.com

乙 訓 若 竹 苑乙 訓 若 竹 苑
TEL 075・954・6501
FAX 075・954・6588

乙訓若竹苑は、平成19年４月に障害者自立支援法に基づいた新事業体系へ移行し、就労移行
支援事業・就労継続支援（Ｂ型）事業・地域活動支援センター事業・日中一時支援事業を実施
してきました。平成20年度には、新たに生活介護事業も開始し、現在５つの事業からなる多
機能型の施設となっています。

国
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
業

市 

町 

村 

事 

業

乙訓若竹苑の事業紹介

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への
差別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合では昨年度４月１日から新たに作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」
の文字を「障がい」と表記します。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

「障がい」のひらがな
表記について

開所日時　月曜日～金曜日　9：00～16：00
利用定員　14人（現利用者 4人）
事業目的　 一般就労を希望する障がい者に対して有

期限の支援計画に基づき、就労にあたっ
ての知識・能力の向上、職場実習、職場
探し等を通じ適性にあった職場への就
労・定着を図る等の支援を行います。

京都・京北産の桧の香り漂う木製玩具「ひの
きっず」は桧の自然な香りや、木のあたたか
みを感じていただこうと無塗装でシンプルに
動物や乗り物の形に仕上げています。どこか
懐かしく、安全で子どもたちの想像力を引き
出してくれそうなおもちゃです。また、お部
屋のインテリアとしてもお使いいただけます
し、桧の特性を活かしたタンスや靴箱の防臭
や、お風呂に入れて香りを楽しむなどの幅広
いシーンでお使いいただけます。

生活介護事業では、先日、地域のNPO団体の
ご協力を得て、アロマ体験をしました。たくさ
んのアロマオイルの香りはどれも良い匂いで、
あっという間に、部屋中に香りが充満しました。
数多くのアロマオイルの中から、それぞれ好み
の香りを選んで、お湯に入れ、足浴をしてもらっ
たり、ハンドマッサージをしてもらうと、とて
もリラックスでき、あくびが出てしまう利用者
さんもいました。

地域活動支援センターでは、利用者のやりたいことを
しっかり支援しています。お菓子づくり、手芸、野菜
づくりなど、数多くの取り組みをしています。

開所日時　月曜日～金曜日　9：00～16：00
利用定員　40人（現利用者 36人）
事業目的　 利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう就労の機会を提供するとともに生産活動
その他の活動の機会の提供を通じて、知識及び能力の
向上のために必要な訓練その他便宜を適切かつ効果的
に行います。

開所日時　月曜日～金曜日　9：30～ 15：40
利用定員　6人（現利用者 6人）
事業目的　 常時介護が必要な利用者に、生産活動や創作活動の機

会を提供するとともに、身体機能及び日常生活に必要
な能力の維持・向上のための支援を行います。

開所日時　火曜日～土曜日　9：00～ 16：00
利用定員　1日当たり15人（登録者数 19人）
事業目的　 通所により創作活動または文化的活動の機会を提

供するとともに社会との交流を促進することに
よって地域における障がい者等の自立促進と社会
参加を図ります。

各事業のご利用については若竹苑またはお住まいの市町の障がい福祉担当課までお問い合わせください。

日中一時支援事業 利用定員　1日当たり3人（登録者数 31人）
事業目的　 中学生以上の障がい者等の日中における活動の場を確保し、障がい者等の家

族の就労支援及び日常的に介護している家族のレスパイトを行います。開所日時　火曜日～土曜日　9：00～ 19：00

①就労準備訓練
　例　 接遇・マナー・ルールの理解、報告・連絡・

相談、履歴書作成、交通機関の利用 他
②就労スキル訓練
　例　 郵便物の仕分け、物品数量確認、請求物品

準備、伝票記載、電卓、パソコン入力 他
③生活課題への支援
　例　 健康管理、金銭管理、対人技能、感情のコ

ントロール、役所・銀行の利用、福祉サー
ビスの利用 他

④職場実習
⑤就職活動
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就労移行支援事業

就労継続支援（B型）事業

生活介護事業

地域活動支援センター事業

▲ いろんな香りのアロマオイル

◀普段の様子

 5／11（火）～5／16（日）
画廊おだがきにて作品展を開催しました。

作品展▶

◀「ひのきっず」

●新しい製品ができました。
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　乙訓ポニーの学校は、発達の遅れやつまず
きが心配されるお子さんを対象とした療育施
設です。障害者自立支援法に規定されている、
障害福祉サービス事業の中の児童デイサービ
スに該当します。乙訓２市１町に居住されて
いる就学前のお子さんとそのご家族に対し、
早期療育や相談事業を行う場として設けられ
ています。

TEL 075・952・5000
FAX 075・953・5200

平成22年度 4月  利用児童数 （人）

居住行政区 新規利用児 継続利用児 合　　計
向　日　市 3 33 36
長 岡 京 市 10 44 54
大 山 崎 町 1 4 5
合　　計 14 81 95

　乙訓ポニーの学校は、平成 22年度は 95組の親子
でスタートしました。その内訳は、週一回の定期利用
が 86組、月一回の定期外利用が 9組です。
　4月現在、低年齢児クラスに 3組と、定期外利用枠
に 11組の空きがあります。利用を考えておられる見
学の方がすでに何組か来ておられ、間もなく一杯にな
ると思われますが、法律で認められている 150％枠
等を使いながら少しでも多くの方々に利用していただ
けるようにしています。

　前号（平成 21年 12月発行、第 22号）では、幾種類かある療育ク
ラスの内「親子プレイクラス」の紹介をしました。
　今回は主として、保育所、幼稚園に併行通園されている、年少から年
長の子どもたちの「グループ療育クラス」の紹介をします。前号紹介し
た「親子プレイクラス」とは違って、登園されるとすぐに母子分離して
います。

登  園  　半年間のスケジュールに基づき、担当職員が
1対 1で療育をします（ 1人 5回）。

  　個別療育は個室で（写真参考）、刺激のできる
だけ少ない、環境を整理した部屋で子どもの課
題に合わせたあそび、療育を実施します。

  　この時間は、子どもは指導員の指示を聞いて
課題に取り組み、必要があれば指導員が支援し
ながら「できた！」という達成感を積みあげてい
きます。また、子どもが発したこと（身振り、
発声、言葉等）に指導員が応えていくことで、
伝える喜び等を感じ、人と交流する気持ちを丁
寧に育んでいきます。

グループ療育（60分）  　小グループ（ 5～ 7人）での療育です。大き
なプレイルームで集団あそびを深め、他者の意
図やルールを意識できる状況を意図的に作り、
適切な自己表現と仲間意識を育みます。

  　お店屋さんごっこ、レストランごっこなど役
割を持って他児とやりとりしたり、時にはダイ
ナミックなアスレチックを組んで、からだを使
いながらイメージを持った運動あそびができる
よう、室内の設定を考えて療育をしています。
指導員は適宜言葉かけのモデルを示したり、必
要最小限の支援を心がけ、子ども自らが、自発
的にあるいは積極的に行動が起こせるようにし
ています。

  　この時間は、豊かな経験を通して子どもたち
がソーシャルスキルを身につける場となってい
ます。

療  育  報  告（20分）  　その日の療育での様子を、保護者に報告する
とともに、お子さんへの関わり方等の相談に応
じています。

グループ療育クラス

おもちゃライブラリーのご案内

　おもちゃライブラリーは通園児親子に限らず、あそびの場として
どなたでもご利用いただけるよう、プレイルームをみなさんに開放
している日です。
　広々とした室内で、家庭では経験しにくいトランポリンやホース
スイング（ブランコ）等の大型遊具やお子さんの好きな玩具等を使
って自由に遊んでいただけます。
　また、職員があそびのアドバイスや子育てに関する相談にも応じ
ます。お気軽に声をかけてください。

　この事業は、保護者のみなさんのご要望にお応えし、卒園されたお子さん・
保護者の交流の場として年 4回、集まりやすい日曜日や学校の長期休業中
に実施しています。
　毎回保護者同士連絡を取り合って、多くのみなさんが参加され、現況を伝
え合ったり交流を続けておられます。

＊ 原則は、毎月第4火曜日の午前10時～
11時30分

＊行事等で変更になる場合があります。
＊7月、8月は水あそびができます。

　 スケジュール 　　　　　　　　 内　　容

個  別  療  育（30分）

4月27日 7月27日

5月25日 8月31日

6 月29日 9月28日

平成22年度上半期予定
8月8日（日） 9月26日（日） 平成23年1月6日（木） 3月30日（水）

卒・在園児のための施設開放事業 時間は10時～15時です

＊ グループ療育時間中は、併行して保護者の皆さんに指導員が加わりグルー
プ面接を実施しています。ここでは、保護者同士の交流や情報交換の場と
なったり、子どもの育ちやこれからの事等様々な話題が話されます。


